
3)教育課程連携協議会に関する事項

※専門臓大学、専門職短期大学、専門職大学院以外は「該当なし」と記入ください。

該当なし

(4)自己点検・評価等に関する事項

①設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

「健康科学部」は、少子高齢化の進展、疾病構造の変化等により、健康増進を形成する基本要素となる「交流、休養、
栄養・食生活」等の健康に関する生活習及び社会環境の改善の需要が高まっていることを背景に設置したのもであ
り、 4つの学科で構成している。

「医福祉学科」では、社会福祉学に関する専門知識と技術を幅広く修得し、豊かな人間性を土台として、専門的知
識・技術を用いて、様々な生活上の問題を抱える人々に寄り添いながら、地域生活を支援できる人材を養成する。

「医経営学科」では、医マインドを有した経営スキルをもって、多角的に医療や健康を検討できる「医経営」
人材を育成し、多くの専門職からなる医組織を効果的に束ねて、効率的な医提供を医機関において貢献する医療
マネジメントスタッフの養成を行う。

「心理学科」では、心理学の専門知識とコミュニケーション技術を生かし、自らの立場、状況、対象などの客観的な
アセスメントに基づき、課題を見い出し、課題の解決のために極的に行動する人材を養成する。

「医栄学科」では、人々の健康の維持、病気の予防・改善のため、栄養と食の力を活用し、地域社会の健康・医
療・福祉に貢献できる管理栄養士を成する。

これらの目的を達成するため以下の取り組みを行っている。

1.入学者確保
学生募集活動では、学科紹介パンフレット作成、ホームページ作成、オープンキャンパスや業者入試説明会への参加、
高校等へ極的に広報を展開し、教育内容とアドミッションポリシーの浸透を行った。さらに、高校生・保護者に加
え、高校教諭や地域住民を対象とした学部開設記念シンポジウムを開催し、健康科学部の認知度向上につなげた。
今後も引き続き、定員充足にむけた各種改善策の取組みに加えて、学生募集戦略のーの強化による学生確保に努め

ることとする。

2.初年次教育
日本政府による緊急事態宣言の発出を受け、大学における新型コロナウイルス感染拡大の防止を最優先として、一部

オンデマンド(オンライン)授業を活用した。授業実施にあたっては、自律的な学修や、学生一人ひとりに応じたきめ
細かな教育が提供できるよう、設問解答、添削指導、疑応答等の指導を十分に行うことに留意した。

3.新任教員オリエンテーション
令和2年4月に任した教員に対し、本学の方針、ビジョン(中長期目標・計画等)、人材養成の理念、学生支援や事

務手続等について研修を行った。なお、新型コロナウイルス感染拡大の防止を最優先として、研修の一部をオンデマン
ドで行い、各自視聴できる体制を築き対面での時間を短縮して実施した。

②自己点検・評価報告書

a 公表時期
「2018年度自己点検・評価報告」を平成30 (2019)年3月に公表済

b 公表方法
・大学のホームページ上で公表
ht 如S ://棚W. h i rokoku-U. ac. j p/p rof il e/d i sc l osu re/va l uat ion/j i koten. htm l

③認証評価を受ける計画

・平成27(2015)年度に公益財団法人日本高等教育評価機の大学評価(大学機関別認証評価)を受審、適合認定を得
た。評価結果は大学ホームページ上で公開済。
・次回は、令和4(2022)年度に公益財団法人日本高等教育評価機(大学機関別認証評価)を受審予定。
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設置時の計画の変更(又は未実施)の有無に関わらず記入してください。

また、「①設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については、できるだけ具体的な根拠を

含めて記入してください。

なお、「②自己点検・評価報告書」については、当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

いて記入してください。

(5)情報公表に関する事項

0 設置計画行状況報告書(令和2年度)

a 公表予定の有無

《aで「有」の場合》

b 公表(予定)時期

C 公表方法

《aで公表「無」の場合》

d 公表しない理由

⑧

※設置計画が各大学等が社会に対して

設置計画行状況報告書については、

169

調査結果公表後1ケ月以内

ウエブサイトへの掲載〕

実に実現していく構想を表したものであることに鑑み、

各大学等のウェブサイトに公表するなど、極的な情報提供をお願いします。

無

〔
〔


